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研究成果の概要（和文）： 
本研究においては、これまでの理論的、実践的な研究成果について広く研究会などにおい
て公開すると共に、客観的な評価をうけることができた。具体的には、複雑系によるリス
ク分析・システムリスク解析のさまざまな適用分野ごとの専門家による討論とシステムの
改編を進めていき、最終的には論文および著書として成果を刊行することができた。また、
国内における研究成果の社会還元の１つとして、サプライチェーンを実施している製造業
や顧客管理を実施している金融機関などに対して、体系化された複雑系によるリスク解析
ソフトウエアを提供した。概要は以下の項目にまとめることができる。 
１）投資・企業間連係におけるリスクに関するセミナーの開催、研究の成果還元した。 
２）海外の専門家を含めた論点の整理、未解決課題の整理した。 
３）解析ソフトウエアとして整備し、他のシステムへの移植を実施した。 
４）結果を日本オペレーションズリサーチ学会，電子情報通信学会、情報処理学 
会などの学会誌等で公表した。 
５）成果刊行費や学内の出版助成を活用し、本研究で得られた成果を著書として 
出版した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research, we published theoretical and practical results in many conferences 
and journals of academic societies, and we also subjective experiences reviewing from 
domestic and foreign researchers.  We realized many publications of papers and 
books as well as practical software systems concerning about the Complex Systems 
and Risk Management which is the main topics of this research through valuable 
discussion with specialists of the underlying topics.  At the same time, we provided 
efficient software to many manufactures managing supply chains, and also to financial 
institutions who are devoted to customer information management.  Overview of the 
research is summarized as follows. 
(1) We provided many seminar for the manufactures and financial institutions about 
the investment and supply chains. 
(2) We aggregate the current result and problems still remained to be solved.  
(3) We developed analytical software about the complex systems and risk management, 
and installed to another systems. 
(4) The results of this research were widely published through the accepted papers in 
academic societies such as Operations Research Society of Japan, The Institute of 
Electronics, Information and Communication Engineering and The Japan Society of  
Information Processing.  
(5) The result of this research was finally included in a book which was fully supported 
by the grant for publication of the Japan Society for the Promption of Science. 
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１．研究開始当初の背景 
これまでのリスク分析の主要なテーマは「不
確実性」であり、予測不能な変動要因をどの
ように定式化するか、これを基礎としたモデ
リングや予測手法が大きな役割を果たして
きたと言え、ファジイ理論をはじめ、ブラウ
ン運動を変動要因とする資産評価モデル、オ
プション理論（Black-Scholes モデル）など
がよく知られた成果である。しかしながら、
このような不確実性や緩やかな変動要因で
は記述できない現象が実際に多数出現する
ことが、大きな問題となっていることが確認
され、リスク分析におけるアプローチや、解
析手法の大幅な変更を迫るものとなってい
る。その 1 つが、多様な変動要因の出現であ
り、ジャンプ状の変動を含む確率過程・拡散
過程(Diffusion Process)の導入である。ある
いは定常的には無視できる範囲でありなが
ら、一度発生すると重大な事態を引き起こす
事象(Rare Event)である。 
 
２．研究の目的 
本研究では複雑系による「不確実性」のモデ
リング、およびこれに基づいてリスク評価、
リスク回避の手段を形成することを目的と
している。そのための方法論としてカオス・
フラクタルなどの複雑系の理論、およびエー
ジェント行動を規定するための遺伝的手法
がどこまで適用可能かの検証を進める。更に、
本研究においてはこれまでほとんど未開拓
であった分野についても積極的なアプロー
チを試みる予定であり、1)複雑系による階層
的なシステム構成、2)、リスク・無リスク資
産による相互ヘッジの理論解析、3)Support 
Vector Machine 手法から Kernel-based 手法
への拡張、4)粒子フィルタなどの遺伝的手法
の応用と拡張などの研究を進める予定であ
る。 
 
３．研究の方法 
本研究ですすめる「複雑系による拡散過程・

自己組織化のモデリングとシステムリスク
制御への応用研究」においては、研究を段階
的に進める計画であり、次のような 5段階の
研究プロセスを想定している。(1)複雑系の
基礎理論の整備，特に遺伝的手法の新しい展
開(2)複雑系による拡散過程にモデリングと
リスク評価・動的計画法による定式化(3)企
業行動や事業評価などにおけるリスク分析
の現状と適用分野(4)エージェント理論にお
ける自己組織化行動のモデル分析(5)経済社
会のマクロレベルでのシステム記述と複雑
系による制御モデルである。これらの 5段階
の研究を進めるため、研究の前段として先行
研究について資料収集し、ジャンプ変動など
確率過程の新しいモデル化の方法論、評価関
数の記述と解析手法、Importance Sampling
などによる確率分布のティル分布推定手法、
エージェント理論の動向と応用分野、不均衡
マクロモデルと制御理論などに関する資料
である。 
 
４．研究成果 
本研究で得られた理論的、実践的な研究成果
について広く研究会などにおいて公開する
と共に、客観的な評価をうけるよう体制を 
ととのえことができた。具体的には、複雑系
によるリスク分析・システムリスク解析のさ 
まざまな適用分野ごとの専門家による討論
とシステムの改編を進めていき、最終的には
論文および著書として成果を刊行すること
ができた。以下の項目に整理される。 
１）投資・企業間連係におけるリスクに関す
るセミナーの開催、研究の成果還元した。 
２）海外の専門家を含めた論点の整理、未解
決課題の整理した。 
３）解析ソフトウエアとして整備し、他のシ
ステムへの移植を実施した。 
４）結果を日本オペレーションズリサーチ学
会，電子情報通信学会、情報処理学 
会などの学会誌等で公表した。 
５）成果刊行費や学内の出版助成を活用し、



本研究で得られた成果を著書として 
出版した。 
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